
 

 保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝申し上げます。 

 さて、本年４月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概要をお知らせいたします。

本校では、この調査結果を踏まえ、児童の学力向上に向けた行動プランを作成し、学校の教育計画や日常の授業の改善に取り組

んでまいります。 

 

 

 

 
① 正答数の分布 

正答数が9問の児童の割合が全国を大きく上回りました。 

また、3問以下の児童の割合が 0％と全国を上回りました。 

一方で、13問以上の割合は全国を下回っており、いわゆる上 

位層が少ない状況が見られます。 

 

 

② 学習指導要領の内容別の結果 

〇全国の平均正答率を上回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

２三 60.4％ 61.3％ 
【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】

を基に詳しく書く 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく

書いたりするなど、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫することができるかどう

かをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千歳第二小学校 令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果     

全国の平均正答率と比較してほぼ同様の結果でした。 

 

国語 

教科に関する調査結果 
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〇全国の平均正答率を下回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

１一 51.2％ 53.3％ 

【話し合いの様子】における小森さん

の傍線部の発言を説明したものとして

適切なものを選択する 

目的や意図に応じて、日常生活の中から話

題を決め、集めた材料を分類したり関係付

けたりして、伝え合う内容を検討すること

ができるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率        無解答率 

７５．６％        ０％ 

正答例  

何回か折って本を包むと、ブックカバーになり、よ

ごれがつくのを防ぐことができます。また、ペットボ

トルを包んで持ち運ぶこともでき、水てきが荷物につ

くのを防ぐことができます。（８４字） 

 事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたこ

とや伝えたいことを書く内容では、目的や意図に応じて、

事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫することができた児童が多

く、全国の正答率を上回りました。無回答率も、全国を上

回りました。 

正答率 

７５．６％ 

無解答率 

   ０％ 

正答 

４ 

インタビューなどを

して必要な情報を集め

たり、それらを発表し

たりする内容では、目

的や意図に応じて、日

常生活の中から話題を

決め、伝え合う内容を

検討することに課題が

見られました。目的や

意図に応じて、必要な

材料を集め、分類した

り関係付けたりして伝

え合う内容を検討する

ことが重要です。無回

答率は、全国を上回り

ました。 



③ 指導改善に向けて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
① 正答数の分布 

正答数が５～８問の児童の割合が全国を大きく上回りました。 

また、１問以下の児童の割合が 0％と全国を上回りました。 

一方で、９問以上の割合は全国と同等か下回っており、いわ 

ゆる上位層が少ない状況が見られます。 

 

 

② 学習指導要領の内容別の結果 

〇全国の平均正答率を上回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

３（１） 71.5％ 74.1％ 
０．４＋０．０５について、整数の加

法で考えるときの共通する単位を書く 

小数の加法について、数の相対的な大きさ

を用いて、共通する単位を捉えることがで

きるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の平均正答率と比較して低い結果でした。 

 

算数 

正答率     無解答率 

８４．４％     ０％ 

正答 

 ０．０１ 

0.4＋0.05について、0.4は0.01の40個分、0.05は

0.01の５個分とみることで、0.01を共通する単位とし

て捉えることができる児童が多く、小数の加法につい

て、数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉

える問題において全国の正答率を上回りました。無回

答率も、全国を上回りました。 
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〇目的や意図に応じて、必要な材料を集めるなどの

読解力やそれを表現する記述力の育成に向けて、

引き続き、音読を積極的に行うとともに、二小っ子

タイムで行っている新聞を活用した学習の取組を

継続していきます。 

〇「家庭学習の手引き」の活用など、ご家庭と連携し

て、音読や漢字の習得などの基礎的な力を育んで

いきます。 
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〇全国の平均正答率を下回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

３（４） 73.0％ 81.3％ １／２＋１／３を計算する 
異分母の分数の加法の計算をすることが

できるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 指導改善に向けて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
① 正答数の分布 

正答数が11問の児童の割合が全国を大きく上回りました。 

また、５問以下の児童の割合が少なくなっています。概ね 

全国と同様の状況です。 

 

 

 

② 学習指導要領の内容別の結果 

〇全国の平均正答率を上回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

３（４） 29.1％ 29.9％ 

レタスの種子の発芽の結果から、てる

みさんの気付きを基に、見いだした問

題について書く 

レタスの種子の発芽の条件について、差

異点や共通点を基に、新たな問題を見い

だし、表現することができるかどうかを

みる 

 

 

正答 

５／６ 

 異分母の分数の加法の計算をすることに課題が見られます。例えば、１／２と１／３の分母の最小公倍数で

ある６を用いて通分し、３／６＋２／６を計算することが必要です。本校児童の解答からは、分母の最小公倍

数を用いることはできているが、分子をそのままにしていると思われるものや、分母と分子をそのまま足して

いると思われるものがあります。通分についてしっかりと理解し活用することが大切です。無回答率も、全国

を下回りました。 

正答率       無解答率 

４８．９％     １１．１％ 

全国の平均正答率と比較して同様の結果でした。 

 

理科 
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〇最小公倍数を用いて通分をすることや分数の加法・減法の復

習を単元を終えてからも授業や宿題を通じて繰り返し行い

ます。 

〇工夫して面積を求める問題にも課題が見られるため、どのよ

うな考え方をしていくかなどの見通しを考える授業づくり

を行います。 
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〇全国の平均正答率を下回った問題（抜粋） 

問題番号 
平均正答率 

問題の概要 出題の趣旨 
北海道 全国 

２（２） 42.1％ 42.9％ 

電気を通す物と通さない物でできた人

形について、人形Ａの剣を人形Ｂに当

てたときだけ、ベルが鳴る回路を選ぶ 

電気の回路のつくり方について、実験の方

法を発想し、表現することができるかどう

かをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率     無解答率 

５８．７％    ４．３％ 

正答例 

レタスの種子が発芽するのに、日光は必要なのだろうか。 

変える条件と変えない条件を制御した観察、実験の

結果から発芽に必要な条件を思考していくための実

験の計画を構想し、問題解決していく学習場面の問題

です。ここでは、自然の事物・現象を比較し、差異点

や共通点を基に問題を見いだし、表現することができ

ている児童が多く、全国の正答率を上回りました。無

回答率も全国を上回りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 指導改善に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正答 

４ 

自分の剣を相手に当てたときにベルが鳴るよ

うにする方法や工夫について科学的に探究し、問

題を解決していく学習場面の問題です。ここで

は、電気の回路のつくり方について、解決するた

めの観察、実験の方法を発想し、表現することに

課題が見られました。身の回りのおもちゃなど、

自然の性質や規則性を適用したものづくり等へ

学びを結び付けていくことが大切です。無回答率

は、全国を上回りました。 

正答率       無解答率 

２３．９％       ０％ 

〇これまでの学びを定期的に振り返り、正しい知識を積み重ね

られるようにすることで、自然の性質や規則性を意識した授

業づくりを行います。 

〇単元学習の復習のために宿題を定期的に出すことで、理科用

語等の知識・技能の定着を図ります。 
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